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（
産
業
課
）

　
夏
季
は
、
雑
草
が
繁
茂
し
や
す
い

時
期
で
す
。
雑
草
が
繁
茂
し
て
し
ま

う
と
状
況
や
土
地
の
所
在
に
よ
っ
て

は
、
次
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

・
病
害
虫
が
発
生
し
、
近
隣
の
農
地

に
営
農
上
の
支
障
を
き
た
す
恐
れ

・
道
路
や
歩
道
に
雑
草
が
伸
び
渡

り
、
歩
行
者
等
の
安
全
の
確
保
に

支
障
を
き
た
す
恐
れ

・
伸
び
た
雑
草
に
よ
り
周
囲
の
視
界

が
狭
ま
り
、
ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄
物

等
の
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
恐
れ

な
ど

　
地
域
の
農
地
を
保
全
す
る
た
め
、

適
宜
、
草
刈
り
を
行
う
な
ど
、
農
地

の
適
正
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
農
業
委
員
会
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　
道
路
は
、
日
常
の
車
の
通
行
に
限

ら
ず
、
災
害
時
（
火
災
や
地
震
等
）
の

救
助
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
も
一
定
の
幅
員
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
幅
員
４
ｍ
未
満
の
建
築
基

準
法
上
の
道
路
に
沿
っ
て
家
屋
等
を

建
築
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
擁
壁
を
設

休
耕
農
地
の
管
理
は
適
正
に

道
路
に
沿
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
設
置

す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

置
す
る
場
合
に
は
、
原
則
、
道
路
中

心
線
か
ら
２
ｍ
後
退
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。（
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項
、

第
44
条
）
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
次
の
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

　
建
築
指
導
課

　
☎
０
２
９
６
（24）
９
１
４
９

・
役
場
都
市
建
設
課
　
都
市
計
画
Ｇ

　
☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
前
年
中
に
給
与
賃
金
等
の
支
払
い

を
受
け
た
方
や
営
業
、
農
業
等
に
よ

る
事
業
収
入
が
あ
っ
た
方
で
、
町
県

民
税
の
納
税
通
知
書
が
６
月
に
到
着

し
な
か
っ
た
方
（
町
県
民
税
の
給
与

天
引
き
に
よ
る
納
税
者
及
び
非
課
税

者
は
除
く
。
）
は
、
所
得
の
確
定
申
告

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か
ず
、

お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
必
ず
、

町
民
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
に
は
所
得
の
申
告
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
故
意
に
申
告
を
逃

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、本
人
か

ら
の
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
1/2
、
1/4
、

3/4
免
除
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
期
間
　
７
月
か
ら
翌
年
６
月

○
申
請
　
町
民
税
務
課
②
窓
口

○
持
参
す
る
も
の
　

　
印
鑑
・
本
人
確
認
書
類

※
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」

　
こ
の
ほ
か
猶
予
ま
た
は
免
除
の
制

度
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
「
納
付
猶
予
制
度
」
50
歳
未
満
の

方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査

あ
り
）

▼
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
学
生
の

方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査

あ
り
）

▼
「
法
定
免
除
」
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受

給
し
て
い
る
方
の
保
険
料
が
免
除

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
に

な
っ
た
期
間
中
に
、ケ
ガ
や
病
気
で
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

　※
１
　
一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
て

い
る
期
間
は
、
一
部
納
付
の
保
険

料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

※
２
、
※
３
　
年
金
額
へ
の
反
映
の

割
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
下
館
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
９
６
（25）
０
８
２
９

・
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金
（受給期間算入）

受給期間
への算入

年金額
への反映

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○
※2 ○

一部納付
※1 ○ ○

※３ ○

若年者納付猶予
学生納付特例 ○ × ○

未　納 × × ×

所
得
の
申
告
、お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か


